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事業概要



類型Ａ

• 技術課題の明確化と解決方策の検討
–配信システム、コンテンツの開発・運用
–災害情報等の提示における放送へのスムースな引き戻し技術
–ＣＭ等の出し分け技術
–複数メーカーのテレビ受信機における動作検証
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ハイブリッドキャスト を活用して
番組を 4K配信 でも楽しめる技術検証



方法
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放送

ハイブリッドキャストブラウザ
（Webブラウザ）

EPG情報

通信
（Web）

ＨＤ放送映像



方法
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放送

ハイブリッドキャストブラウザ
（Webブラウザ）

EPG情報

通信
（Web）

４Ｋ配信映像



方法
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①切替

②復帰
HD放送 4K配信

通信放送

ハイブリッドキャスト
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フジテレビにおける実証放送中の様子



2015年 5月 NHK技研公開 協力展示で初実装

背景
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2015年12月 実証実験放送（４Ｋランドスケープ）

2017年 秋 本実証事業

2014年12月 IPTVフォーラム技術規定 策定



実施体制
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放送事業者フジテレビ

CDN事業者

受信機メーカー

アマゾン・ウェブサービス・ジャパン

JOCDN

アカマイ・テクノロジーズ

仙台放送

テレビ新広島

受信機メーカー４社



実証実験放送
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放送日 10月10日 4:00-4:30

番組名 ひろしま奇跡のWAZA巡り

配信ＣＭ差替 県北・県南 で出し分け
4K HDR なし

マルチCDN ２つのCDN で分散配信
（３つのCDNの分散比率を調整）

事前告知 なし

放送日 10月25日 2:35-3:35

番組名 TimeTrip日本の海岸線
～伊能忠敬の軌跡～

配信ＣＭ差替 北関東・南関東 で出し分け
4K HDR 一部受信機に HDR 配信

マルチCDN ３つのCDN で分散配信

事前告知 あり

放送日 10月29日 3:00-4:00

番組名 TimeTrip日本の海岸線
～伊能忠敬の軌跡～

配信ＣＭ差替 宮城県西部・東部 で出し分け
4K HDR 一部受信機に HDR 配信

マルチCDN ３つのCDN で分散配信

事前告知 あり

仙台放送テレビ新広島 フジテレビ



全体システム
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⑤ 緊急通知システム

HD
番組

4K SDR
番組

4K SDR
CM

4K HDR
番組

放送局

4K HDR
CM

HD
CM

放送素材

配信素材

緊急EM送出

放送
テレビ

通信
DASHパッケージャ オリジン

AWS
CloudFront

マルチCDN AWS
Route 53

Akamai
GTM

コンテンツ管理サーバ
WebSocket クラスタ ディスパッチャ

切替案内停止通知
運用担当者

WebSocket

② 配信システム

① 放送システム

WebSocket クラスタ ディスパッチャ

放送引戻通知

③CDN分散

放送設備

④ コンテンツ管理



全体システム
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⑤ 緊急通知システム

HD
番組

4K SDR
番組

4K SDR
CM

4K HDR
番組

放送局

4K HDR
CM

HD
CM

放送素材

配信素材

緊急EM送出

放送
テレビ

通信
DASHパッケージャ オリジン

AWS
CloudFront

マルチCDN AWS
Route 53

Akamai
GTM

コンテンツ管理サーバ
WebSocket クラスタ ディスパッチャ

切替案内停止通知
運用担当者

WebSocket

② 配信システム

① 放送システム

WebSocket クラスタ ディスパッチャ

放送引戻通知

③CDN分散

放送設備

④ コンテンツ管理

①放送

②配信

④管理 ⑤緊急

③
分散
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技術報告
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① マルチCDN・品質監視



• マルチCDN
–接続先 CDN を確率分散
–適応ビットレート配信に配慮して視聴途中でのCDN切替は無し

① マルチCDN・品質監視
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配信サーバ
（EC2）

ロード
バランサ

（ALB）

AWS
CloudFront

配信オリジン マルチCDN

AWS
Route 53

Akamai
GTM

CDN分散

テレビ



• 品質監視
– Akamai Media Analytics により CDN ごとに品質監視
– 配信品質の通知機能を動画プレーヤに追加

①マルチCDN・品質監視
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通知情報
処理開始（視聴識別子、CDN情報を含むMPD等）

再生開始

再バッファリング発生

レジューム発生

映像ビットレート変更

エラー発生

再生終了（正常終了）

Akamai
Media 
Analytics

監視

動画プレーヤ
（DashNX）

品質通知



①マルチCDN・品質監視
• 実証実験
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実証実験中の品質管理画面
（仙台放送）

フジテレビ・仙台放送 配分比率設定
（Akamai GTM）テレビ新広島 配分比率設定（AWS Route 53）

配信品質の状況に応じて
CDN ごとの配分比を調整



• 結果
–配分比調整可能なマルチ

CDNの仕組みによりアベ
イラビリティを向上でき
た。

–配信パフォーマンス改善
用途にはプレーヤがCDN 
を選択する方式が適切と
考えられる。

① マルチCDN・品質監視
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Akamai: 708.6GB

AWS: 678.5376GB

JOCDN: 528.09GB

各CDNの配信流量
（フジテレビ実証実験時のCDNレポートより）



• 配信ビットレート結果
–関東広域では各CDN で概ね平均 19Mbps 程度
–宮城県では若干ばらつきがあった
（サンプル数が少ないため各家庭に固有なネット環境の差と推測）

①マルチCDN・品質監視
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関東広域
（フジテレビ実証実験時の配信品質統計情報より）

宮城県
（仙台放送実証実験時の配信品質統計情報より）



21

② コンテンツ管理システム
（ＣＭＳ）



②コンテンツ管理システム
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容易に制作・運用できる
CMSが有効ではないか？

総務省 情報通信審議会 2016年10月19日付け諮問第24号 中間答申より

全国展開が重要



②コンテンツ管理システム
• 機能

① 準備機能
ハイブリッドキャストコンテンツの自動生成・配信パラメータ設定

② 運用機能
動作監視・緊急オペレーション（放送引き戻し等）

23運用担当者

４Ｋ配信システム

緊急通知システム
ストレージ

ロードバランサ

サーバ
（冗長化）

WebSocket

①コンテンツ・配信設定

②緊急指示

コンテンツ・配信設定



②コンテンツ管理システム
• 準備機能

–検証機能（動作状況の表示機能）
–配信キューシート設定
–配信パラメータ設定
–配信動画生成
–画面デザイン設定
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②コンテンツ管理システム
• 運用機能

–緊急の放送引き戻し
–テロップ表示（＋チャイム音）

–視聴数監視
–システム死活監視

25

全国展開への
有用性を確認

各放送局で
容易に運用

簡単操作
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③ CM出し分け・放送引き戻し



③ CM出し分け
• 居住地域に応じて配信CMを出し分け

– 本編とCMを並べて連続再生（マルチピリオド配信）

– W3C MSE API を使ってシームレス再生（３社受信機で動作確認）
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４Ｋ
配信

県北部

４Ｋ
配信

県南部
HD
放送

４Ｋ
配信

南関東

４Ｋ
配信

北関東
HD
放送

４Ｋ
配信

県東部

４Ｋ
配信

県西部
HD
放送

仙台放送テレビ新広島 フジテレビ



③ CM出し分け
• 結果

–ＣＭ出し分けに成功
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ピリオド境界で僅かにタイムアウト増加
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タイムアウト

• 放送映像に戻った理由
⇒ 正常終了 487台
・視聴者操作 264台
・番組終了 223台

⇒ プレーヤ処理で中断 166台
・途中タイムアウト 91台
・放送との遅延増大 75台

⇒ その他
・チャンネル選局・放送波切替・電源オフ・回線断など

※ 一台の受信機による複数回視聴の重複を含む
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テレビ新広島におけるＣＭ出し分けの様子



A) イベントメッセージ方式
–高速かつシンプル
–現状は対応テレビが限定的

B) WebSocket 方式
–比較的高速
–システムが複雑

③放送引き戻し

30コンテンツ管理・運用

ロード
バランサ 制作・緊急機能 WebSocket クラスタ ディスパッチャ

切替案内の停止通知
運用担当者

放送引戻 指示
切替案内停止 指示

WebSocket クラスタ ディスパッチャ

放送引戻通知

４Ｋ配信切替画面の停止・再開通知

接続数 接続数

放送引き戻し通知

接続先サーバを通知

接続先サーバを通知

緊急ＥＭ送出
テレビ

放送



• HTTP ポーリング方式
–CDNの仕組みを利用できるため大規模対応が容易
–CDNのキャッシュによる遅延が問題
（高速なキャッシュ消去機能により、ある程度の改善は可能）

③ 放送引き戻し

31

テレビのＥＭ対応が強く期待される

実証実験ではＥＭ方式とWebSocket 方式を併用
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④ 将来技術



④ HDR配信
• 対応受信機には HDR で配信（HLG方式）

33
4K SDR 配信 4K HDR 配信 HD 放送

受信機を機種判定して HDR と SDR 動画を出し分け



34
仙台放送における４ＫＨＤＲ配信の様子



④ HDR配信
• 映像符号化

–ARIB STD-B32 に従ってエンコード
–HDR配信時の CM（SDR）素材は予め HDR に変換
–動画再生途中でのHDRと

SDRの切替を避けた

35

4K SDR
番組

4K SDR
CM

4K HDR
番組

4K HDR
CM

配信素材
ストレージ

(S3)

DASH パッケージャ
サーバ自動起動
(lambda)

DASH化
(EC2)

ストレージ
(S3)

（フジテレビ・仙台放送のみHDR版も提供）

2K
CM

フジテレビ

インターネット
変換装置

朋栄 FA-9600



④ HDR配信

36

• 結果
– HDR 素材と SDR⇒HDR 変換素材のマルチピリオド

• 違和感ない印象
– 課題

• video要素（広色域・HDR動画）と HTML5 の合成表示
• マルチピリオドにおける HDRとSDR 混在など
• 標準化団体による技術規定の必要性検討が求められる

SDR HDR‘



④ライブ配信
• ライブ適応ビットレート配信

–まだ４Ｋの適応ビットレート配信は容易ではない
–ライブ配信MPEG-DASH エンコーダの低廉化、
クラウドエンコーダの４Ｋ対応等が期待される

37
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⑤ 技術者育成



⑤エンジニア育成
• 放送分野の技術革新の速度が IT 化

–フルスタックエンジニアによる
アジャイル開発が有効

• 放送業界が一体となった人材育成
–技術講習会
–技術者コミュニティ

• 学生向け広報活動
–新しい時代の放送技術

39

アジャイル型
開発

フルスタック
エンジニア

オープン
イノベーション
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まとめ



結果
• 視聴数

–４Ｋ配信対応環境での視聴数 3816台
–４Ｋ配信ユニーク視聴数 837台

• 要因考察

41

２～３割にとどまる

① 就寝中 ② 知名度不足 ③ 受信機特性



まとめ
• マルチCDNによるアベイラビリティ向上

– 配信品質の監視が必要
– 動画プレーヤに状態通知を追加、アナリティクスツールで実現
– 配信パフォーマンスの改善には動画プレーヤ側でのCDN選択が有効

• ４Ｋ配信に切り替えたのは２～３割程度
– 技術やサービスの継続的な周知・広報活動が肝要

• 放送局自身が運用するモデルの全国展開
– コンテンツ管理システムが有用

42



まとめ
• 対応受信機拡大

– 放送引き戻しは、イベントメッセージ方式が効率的かつ高速
– ＣＭ出し分けは、MSE API で実現でき、放送サービス高度化に有用
– 検証コンテンツ拡充や、対応機種の登録体制の整備等が期待される

• 人材育成
– フルスタックエンジニアによるアジャイル開発が有効
– 技術講習会やコミュニティの整備による人材育成が期待される

• 将来技術
– 標準化団体においてHDR対応の技術規定の検討が必要

43



その後の取り組み

44

コミュニティ活動

社内の技術者育成技術発表

技術展示



その後の取り組み
• 標準化団体（IPTVフォーラム）

–ロゴマーク策定
–対応受信機の登録体制の整備
–対応判定コンテンツの整備

•イベントメッセージ
•マルチピリオド

45

ハイブリッドキャスト
４Ｋビデオ ロゴ

HDR・広色域対応の技術仕様を現在策定中


